
計画から編集へ 

メディイアと 
プロジェクトで紡ぐ、 
山形の多極分散型 
エリアリノベーション

資料３




































エリアリノベが地域に定着、 
持続可能性を担保するには



　 ガバメント 

➕ 
　 ファイナンス



「居心地が良く歩きたくなるまちなか」形成のイメージ例

「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」中間とりまとめ 概要③

Walkable 歩きたくなる
居心地が良い、人中心の空間を創ると、
まちに出かけたくなる、歩きたくなる。

Eye level まちに開かれた１階
歩行者目線の１階部分等に店舗やラボがあり、
ガラス張りで中が見えると、人は歩いて楽しくなる。

Diversity
多様な人の多様な用途、使い方

多様な人々の多様な交流は、
空間の多様な用途、使い方の共存から生まれる。

Open 開かれた空間が心地良い
歩道や公園に、芝生やカフェ、椅子があると、
そこに居たくなる、留まりたくなる。

都市構造の改変等

道路を占用した夜間オープンカフェ
（福岡県北九州市）

1階をガラス張りの店舗にリノベーションし、
アクティビティを可視化
民間敷地の一部を広場化（宮崎県日南市）

駅前のトランジットモール化と広場創出(兵庫県姫路市)

２つの開発の調整により
一体整備された神社と森(東京都中央区)

公園を芝生や民間カフェ設置で再生（東京都豊島区）

○都市構造の改変（通過交通をまちなか外
へ誘導するための外周街路整備等）

○都市機能や居住機能の戦略的誘導と
地域公共交通ネットワークの形成

○拠点と周辺エリアの有機的連携

○データ基盤の整備（人流・交通流、都市
活動等に係るデータプラットフォームの構築等）等

居心地が良く歩きたくなるまちなか

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」からはじまる都市の再生
～都市におけるイノベーションの創出と人間中心の豊かな生活の実現～

※地域特性に応じた取組を、歩ける範囲のエリアで集中的あるいは段階的に推進
※人口規模の大小等を問わず、その特性に応じた手法で実施可能





ビジュアル
５．２０年後の未来予想図

写真、絵？

近未来の理想の風景
（２０年後）
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山形ならでは 
雪国のウォーカブル







» V











すずらん通り ストリート 
リノベーションプロジェクト









Before



After



実寸

200mm

125mm

2017年 
ユネスコ創造都市 
ネットワーク加盟



第一小学校旧校舎／創造都市やまがたの拠点とは？

   暮らし
LIFE STYLE   

産業
INDU S T R Y 

山形の日常を、もっと楽しく、クリエイティブに 

第一小学校旧校舎／創造都市やまがたの拠点 

クリエイティブ
CR E A T I V E

まちの芸術文化と魅力そして産業経済とを繋ぐプラットフォーム

2017年のユネスコ・創造都市ネットワーク加盟(映画部門)を機に、山形市はクリエイティブの力を産業に活かし、地域経済を盛り
あげていきます。その象徴的拠点が「やまがたクリエイティブシティ・センター(仮称)」。このまちにあるクリエイティブのチカラ
で産業にイノベーションを呼び起こし、地域経済を元気にする賑わいをつくり出すプラットフォームです。



ブックセンター

産直マルシェ/山形レストラン

プロダクトSHOP

屋外マルシェ

×
アイハラケンジ

芸工大卒業生

東北芸術工科大学グラフィックデザイン学科准教授

×? 山形の伝統工芸

豊かな食文化を体感することができるレストランやマルシェ、
伝統工芸や伝承された技術を駆使して作られたプロダクトのショップなど、
市民が日常的に訪れて山形の身近なカルチャーに触れられる場所。
観光する人にとっては山形の日常を感じることができる交流の場所となる。

紅花文庫/山形市文化財展示室

1F
LIVE
暮らしと食/本/アートクラフト

歴史資料をアーカイブして展示するための空間。
紅花文庫では第一小学校に長く所有されていた山形市の教育資料を展示。
山形市文化財展示室では、山形の歴史にまつわる資料を閲覧することができる。

コーヒーを飲みながら本を読むことができる。こだわりのある選書や
オリジナルグッツに地域内外からも本好きが集う空間。

山形の旬を集約し産直やレストラン、Barなどへ展開。
県内外の人々へ、山形の食と農業の魅力を発信する拠点となる。

定期的に山形ヤタイを使った屋外マルシェを企画。
館内で行われるクリエイティブな活動が、外へ街へと広がっていく。

芸工大SHOP

×
岩井天志

山形の食と農業

東北芸術工科大学映像学科教授

×山形のデザイナー

山形ヤタイ

× ×
Day&Coffeeペンギン文庫カネイリ

芸工大卒業生アーティストの作品を販売。
山形の風土や生活で育ち根付いたアートに、日常的に触れることができる。

各地の伝統工芸を蘇らせる、コラボレーション。
山形伝統工芸の新しい魅力を発信していく。

※あくまでイメージです。



Q1のプレイヤー











第一小学校旧校舎に関する
連携協定

連
携
・情

報
共
有業

務
委
託
契
約

賃
貸
借
契
約

●　運営スキーム

地元企業 ・ 団体

東北芸術工科大学

Q1 p r o j e c t .

山形市

Q1

連携

運営体制



株式会社 Q1

・ 佐藤

・ 香坂

・ 日本商事

・ アイハラ

・香坂

・佐藤

・ 岩井

・ アイハラ

・ 菊池

・深井

・近藤

・香坂

・馬場

・ アイハラ

・香坂

・佐藤

・岩井

・ アイハラ

・菊池

・香坂

・深井

・ アイハラ

・香坂

・近藤

連携協定 連携

経理 ・ 総務

・香坂

・日本商事

施設監理

・役員

・香坂

全館企画

・香坂

・ リアルローカル

・

広報

・馬場

・佐藤

・

リーシング

経理 3 階右ウイング2 階正面左1 階 3 階左ウイング 配信事業 EC サイト

・ アイハラ

・香坂

・佐藤

クリエイティ部

●　運営会社

東北芸術工科大学

・ 芸工大教員を中心に設立

・ 民間企業による協賛

・ 山形市／芸工大との連携協定締結

創造都市拠点プロデュース／マスターリース／施設管理 ・ 運営／シティブランディング／
シティプロモーション／他

山形市



■ パターン②（売上が経費の 31%を超えた場合）

利益が出た場合は、69%を山形市に返納。

（民間事業者の施設内事業以外の売上は含まない。）

■ 基本構成
経費合計の 60%を山形市が負担、
40%を民間事業者が負担。

●　収支分担

31
%

69
%

31
%

69
%

想定総売上 想定総売上

業務委託料 業務委託料

山形市 69%

民間 31%

経費Bの分担

基本構成 利益が出た場合



02

人を幸せにする「本当の公民連携事業」とは？

実践的ノウハウが
詰まった一冊

〈先進例に学ぶ〉
プレイヤー型／ 3331 Arts Chiyoda ●プロデューサー型／水都
大阪プロジェクト●エージェント型／オガールプロジェクト
〈先駆者に学ぶ〉
資金／山口正洋●政治／木下斉●制度／川崎一泰 

先進事例
に
学ぶ

公民連携の
教科書

清水義次
岡崎正信
泉　英明
馬場正尊

民間主導・行政支援の



公民を横断した 
大きな構造的開発を誘発











100年に一度の 
大変革期



三島通庸の都市計画、高橋由一の近代絵画




